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昨
年
、
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
大
坂
城

の
石
切
場
は
、
全
国
的
に
み
て
も
大
規
模
な

も
の
で
あ
り
、
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
が

詳
し
く
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
城
下
町
も
な

い
芦
屋
に
徳
川
氏
再
築
の
大
坂
城
の
石
垣
石

材
の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
の
数
（
約
五
十
万
個
）

が
採
石
さ
れ
た
理
由
は
、
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
が
、
江
戸
時
代
初
期
の
元
和
～
寛
永
年
間

に
市
域
全
体
が
尼
崎
藩
に
属
し
て
い
た
こ
と

と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

尼
崎
藩
は
、
当
時
、
戸
田
氏
鉄
と
い
う
大
名

が
領
有
し
て
い
ま
し
た
。
氏
鉄
は
城
づ
く
り

に
名
を
馳
せ
た
藤
堂
高
虎
が
大
坂
城
再
築
の

普
請
総
指
図
役
と
し
て
指
揮
を
と
る
下
で
、

当
初
か
ら
普
請
総
奉
行
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。
東
六
甲
の
石
切
場
は
、
彼
の
お
ひ
ざ

元
で
開
か
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
す
。

　

戸
田
氏
は
元
々
、
徳
川
氏
の
前
身
、
松
平
氏

と
深
い
関
係
に
あ
り
、
そ
の
帰
属
は
享
禄
二

年
（
一
五
二
九
）
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
曾
祖

父
氏
輝
時
代
の
居
城
は
、
三
河
国
渥
美
郡
田

原
城
で
あ
り
、
父
の
一
西
は
、
三
河
譜
代
と
し

て
長
篠
の
合
戦
を
家
康
と
共
に
戦
い
ま
す
。

戸
田
氏
は
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
、
近
江
大

津
に
転
封
、
膳
所
ガ
崎
城
な
ど
を
築
き
、
築
城

の
巧
者
と
し
て
の
力
量
が
か
わ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
建
部
氏
、
池
田
氏
の
後
継
を
果
た
し
、

畿
内
先
進
地
の
尼
崎
藩
五
万
石
の
譜
代
最
初

の
藩
主
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

江
戸
幕
府
は
畿
内
防
備
の
一
貫
と
し
て
元

和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
尼
崎
城
の
築
城
を
命

じ
、
戸
田
氏
鉄
は
そ
の
役
割
を
見
事
に
果
し

ま
し
た
。

　

彼
は
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
～
承
応
四
年

（
一
六
五
五
）
生
没
の
治
政
経
験
豊
か
な
人
物

で
あ
り
、
城
下
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、
神
崎
川

の
分
流
で
あ
る
左
門
殿
川
の
開
削
や
海
岸
防

潮
な
ど
に
そ
の
技
術
力
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

氏
鉄
は
学
問
的
に
も
儒
学
を
学
び
、
林
羅

山
や
そ
の
門
下
を
招
き
、
老
荘
思
想
に
も
精

通
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
尼
崎
時
代
二
十

年
の
藩
政
の
行
財
政
、
貢
租
、
そ
の
他
の
支

配
・
収
奪
を
巧
み
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

尼
崎
藩
の
領
村
は
、
摂
津
西
部
の
海
岸
線

一
帯
に
展
開
し
て
お
り
、
川
辺
・
武
庫
・
莵

原
・
八
部
の
旧
四
郡
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。

所
領
配
置
に
分
散
性
の
な
い
領
国
大
名
的
な

性
格
が
う
か
が
わ
れ
、
そ
の
下
地
に
よ
っ
て

石
切
場
で
の
大
量
動
員
も
行
わ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

文
献
史
料
が
乏
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

戸
田
氏
鉄
の
事
跡
と
尼
崎
藩
の
運
営
を
示
す

物
的
資
料
の
出
現
が
近
世
考
古
学
の
上
に
待

ち
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

【おはなし作りの部屋】
２月１・15・22日(水)10時～12時　 図書館・

集会室　 作品の制作、人形劇の練習　 子ど
も連れ歓迎　 ぷりん・岡山( 31-6801）

【浜風の家　２月のイベント】
①２月４日(土)11時～11時45分②１５日(
水）13時30分～14時45分③18日(土)14時

～15時④25日(土)13時30分～15時30分　
①絵本のよみきかせ会②コンピューター講
座(名刺作成)③おたのしみおはなし会④こ

まをつくって遊ぼう　 ④５歳以上　 ＆
浜風の家（ 35-5700）※②④は要予約

【市民ハイキング】
２月５日(日)７時40分～　 ＪＲ芦屋駅改
札前→ＪＲ日根野駅→雨山→展望台→ＪＲ熊

取駅　 1,800円　 弁当・雨具・防寒具　
芦屋登山会・相塲( 32-0628)

【丹波の朝採り有機野菜市】
２月８・22日(水)10時～　 ＆ ワーク
ホームつつじ・仁頃( 22-7044)

【話し上手・聞き上手になろう】
２月８日～３月22日〈全６回〉　 30人　

福井さとみ氏　 資料代１回/200円　
はがきに住所・氏名・電話・ファクス番号を
記入し右記へ　 ＆ 阪神南再発見クラブ

( 25-0177 茶屋之町７-12　Ｔｉｏクラブ内)

【ほんわかカフェ・おおはら】

①２月10日(金)②24日(金)10時～12時　
①リンパマッサージ、詩の朗読ほか②紙芝居
と絵本の読み聞かせ　 先着20人　 150円

大原集会所協議会・今村( 34-2364)

【中高年向「自彊術体操」無料体験教室】

２月10日・17日(金)15時10分～16時30分　
市民センター220室　 ＆ 井上( 32-2241)

【芦屋中央地区もちつき大会】
２月11日(土)10時～〈雨天翌日〉　 大桝
公園　 もちつき・合同防災訓練・消防車

展示ほか　 島谷( 22-3363 14時～17時)

【地域自主防災総合訓練と雪祭り】

２月11日(土)10時～13時　 旧山手幼
稚園西側　 初期消火訓練・救急訓練・
はしご車体験ほか　 三条コミスク地域

自主防災連絡協議会・江守( 55-8273)

【講座「富田砕花 恋の歌 悲しき愛４」】

２月12日(日)13時30分～　 富田砕花
旧居　 詩人・和田英子氏　 500円　
＆ 角野啓子( 090-8825-1292)

【母と子のいこいの部屋】
２月14・21・28日(火)10時～11時30分　

図書館・集会室　 絵本や紙芝居等　 未就
園児と保護者　 バルーン・津田( 32-2610)

【運動遊びすくすく教室】
２月16日(木)13時～　 体育館・青少年
センター柔道場　 リズム体操等　 ２

歳～平成14年４月２日生の幼児　 500円
ふぁーすとすてっぷ・井上( 23-5114)

【コミュニティ・ビジネス無料相談会】
２月17日(金)13時～17時　 女性セン
ター　 地域貢献・ＮＰＯ起業　 要予約 

ＮＰＯさんぴぃす・河口( 22-8896)

【芦屋子育て支援講座】

２月17日(金)10時～11時30分　 市民
センター 211室(一時保育あり)　 「子
どもの心が見えてますか」池田ふじゑ氏

家庭倫理の会・守舎( 31-0887)

【芦屋福祉施設連絡会もちつき大会】

２月18日(土)10時～14時　 市営南芦
屋浜団地集会所前(陽光町)　 なかよし
クラブハウス・西田( 32-6662）

【設立記念「明日の家族を考える会」】

２月18日(土)13時30分～16時　 ラポ
ルテホール　 講演「すべての子どもた
ちの未来のために」兵庫県理事・清原桂

子氏、神戸大学助教授・伊藤篤氏　 託
児300円〈ファクスで要予約〉　 明日の
家族を考える会・中村( /FAX23-2488)へ

【環境講座「五感環境学」ってなに？】
２月18日(土)13時30分～15時30分　

市民センター 403室　 京都精華大学講
師・小松正史氏　 先着30人　 住所・
氏名・連絡先を電話かファクスで下記へ

京都精華大学環境ソリューション研究機
構・藤本( 075-254-7422/FAX075-241-3008)

【介護予防教室】
２月18日(土)14時～16時　 あしや喜楽
苑　 「お口のケア」はまもと歯科クリニッ

ク・ 濱本雅貴氏　 ＆ ハーブあしや在宅
介護支援センター・高戸( 34-4165)

【のじぎく芸術祭】
２月18日(土)15時30分～21時　 兵庫県
立芸術文化センター中ホール　 クラシッ

クバレエ・舞楽・オーケストラほか　 大
人1,000円・小中高生500円(幼児無料)　
＆ 芦屋芸術村・篠原( 35-5889)

【音楽で感じる名建築】
２月18日(土)13時30分～16時　 芦屋

仏教会館　 建物解説・バイオリンコン
サート　 幸田聡子　 1,500円(建築士
会会員 1,000円)　 ＆ 兵庫県建築士

会阪神支部青年部会( 06-6421-2448）

【健康山歩き・六甲全山縦走】

２月21日～３月28日(火)８時50分～16
時　 56kmの縦走路を５回に分けて歩き
ます　 15人　 保険代500円、交通費等

＆ ２月10日(金)までに、らくらく会・
近藤( 23-2153）へ

【講演「家庭は簡素に社会は豊かに」】
２月24(金)10時～11時45分　 ルナ・
ホール　 埼玉大学名誉教授・  暉峻淑子氏

800円、託児330円(要予約)　 永見(
38-3391）

【福祉バザーのお知らせ】
２月25日(土)・26日(日)10時～15時　
バザー用品(日用品・食料品・衣料・電

気製品・家具)をご寄贈ください　 ＆
芦屋みどり福祉作業所・大沢( 31-4001）
　

【「心のやまい」に関する相談業務】
相談日：毎週水・土曜日(毎週月～金曜日10
時～15時受付)　 芦屋メンタルサポートセ

ンター( 32-0458）

【あしや喜楽苑ギャラリー】

２月４日～16日９時～17時(最終日15時
まで)　 布の人形等※２月９日(水)「布の
花づくり・折り紙のおひなさま」講習会（要

予約）　 ＆ あしや喜楽苑ギャラリー(
34-9287)

【女性指導員募集】
平日９時～18時　 月給16万円(賞与・
社保あり)　 30歳まで　 芦屋みどり

福祉作業所( 31-4001）

【女性のためのハイキング講座】

≪講義≫①３月２日(木)②９日(木)③
16日(木)／≪実技≫④３月21日(火)⑤４
月１日(土)　 ①オリエンテーション②

救急・食料③地図・磁石・気象④歩き方・
地図・マナー⑤終了ハイク　 市民セン
ターほか　 2,000円　 ２月20日(月)

までに往復はがきに氏名・住所・電話番
号・年齢を記入し右記へ　 竹田(〒661-
0953 尼崎市東園田町５-15-1-202)

【介護予防教室「転ばん体操１・２・３！」】
３月９日(木)13時30分～15時30分　

アクティブライフ山芦屋　 健康運動指
導士・向知子氏　 ＆ 山芦屋在宅介護
支援センター・植田( 25-7681)

金婚式夫婦祝福式典

■内容　恒例の「金婚夫婦祝福式典」を５月

に兵庫県内10会場で開催します。今年結婚50

年目を迎えられる県内在住のご夫婦をお招き

し、表彰状と記念品をお贈りします　■日時

５月１４日（日）午後１時～　■会場　西宮市民

会館アミティホール　■対象　昭和32年に婚

姻届を出されたご夫婦　■申し込み　３月３

日（金）〈必着〉までに、所定の申込用紙に必要

事項を記入し、戸籍抄本（コピーも可）を添え

て、神戸新聞社地域活動局「金婚式」係( 078-

362-7087 〒650-8571 住所不要）へ。

※申込用紙は、市高年福祉課窓口または神戸

新聞阪神総局、販売所にあります。神戸新聞

購読者以外のかたも、申し込みいただけます。

申し込まれたご夫婦には、会場への略図など

の案内状を、４月下旬にお送りします。

尼崎藩領界石

市制施行50周年記念写真集を頒布 

「芦屋のうつりかわり」
　21.6×30.5㎝／135頁／

　紙表紙・銀箔押し(ハードカバー )

　◆頒布額　500円　
         　　　 (平成２年発行) 

　市制施行50周年(平成２年11月10日)記念写真集

「芦屋のうつりかわり」の在庫本を、行政情報コーナ

ー（市役所北館１階）、ラポルテ市民サービス　　　

　　　　　　　　　コーナーで頒布しています。

新１年生のつどい

■日時　２月19日（日）午後１

時30分～４時（開場１時）　■会

場　西宮市民会館アミティホー

ル　■内容　お祝い会、吹奏楽

演奏、交通安全のはなし、キャ

ラクターショー、映画、抽選会

■定員　新１年生とその保護者

500組・1,000人　■申し込み　

２月13日(月)〈必着〉までに、

はがきかファクスで、住所・氏

名・幼稚園(保育所)名・保護者

名・電話番号を記入し、 神戸新

聞社「ご入学おめでとう大会・

西宮会場」係( 078-362-7077/

FAX078-361-7802 〒650-8571　

住所不要)へ

写真でみる芦屋の歴史
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